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１．はじめに
これまで革・革製品のクレーム事例を紹

介しながら革の特性について説明してきた1）。
今回も革製品、特に、革衣料のメンテナン
ス・クリーニングに関わる事例について取
り上げている。その中で、革や製品に問題
のあったもの、メーカーの品質管理や企
画・縫製などものづくりに関するもの、
メーカーや販売店の情報、説明不足、消費
者の取扱い方法や保管方法に問題があった
もの、クリーニング店における受付時の
チェックの不備、洗浄工程や修復工程に
よって生じた事故事例などを紹介する。そ
れらの事例の根本的な原因を考察し、これ
らの事故を防ぐための改善策を提案し、今
後の皆様の業務において同じ過ちを繰り返
さないための情報提供となれば幸いである。

なお、これから紹介する事故事例はあく
までも教材用として情報提供するものであ
り、革衣料全て、革衣料のクリーニング結
果の全てを代表するものではないことをお
断りしておくので、くれぐれも誤解のない
ようにお願いしたい。

２．革衣料品のドライクリーニングに関す
るクレーム

今回は、クリーニング後、納品された革
衣料が破損していた、革が硬化していて収
縮し風合いが悪くなっていた、柔らかくな
りすぎて革が伸びていたというような様々

な事例を紹介する。

２．１．強度不足による破れ
事例１：クリーニング後、羊革スエードの

コートが破れた状態で納品された（写真
1-1, 1-2, 1-3）2,3,4）

申出：羊革スエード（茶色）のコートをク
リーニングに出したら、肩、背中、袖口
部分が大きく破れた状態で納品された。
クリーニング店では、通常の革専門のク
リーニングを行った。今まで、このよう
な著しい破れの経験はない。皮脂汚れな
どは奇麗に取り除いた。この破れは革が
弱いから生じたことで製品自体に問題が
あるのではないか。したがって、クリー
ニングのせいではないという説明であっ
た。これでは納得できない。一体全体、
何が原因でこのような破れが生じたのか
知りたい。

外観観察：この商品を洗った革専門のク
リーニング店に聞き取り調査を行ったと
ころ、クリーニング工程のタンブラー乾
燥後に肩、背中、袖口部分に大きな破れ
が発見されたという。破れた部分を詳し
く観察したところ、正常部と比較して破
損部は共通して革繊維密度が非常に粗で
あった。これらの部位はいずれも革のダ
キ（腹まわり）と呼ばれる部分が使用さ
れていると思われた。

原因：クリーニング工程中の乾燥時の機械
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的な負荷や他の革衣料などとの摩耗・摩
擦によって破れが生じたものと考えられ
る。この3か所の破損部分に使用された
革の部位はダキ部分に相当すると思われ
る。この部位は特に、革繊維組織が粗い
ために引裂強度が非常に弱いと考えられ
る。また、いずれの破損箇所も革の厚さ
が0.4mm程度しかなく革の強度を維持す
る網状層の占める割合が非常に少ない
5,6,7）。このため、衣料品として十分な革
の強度を維持できなかったものと思われ
た8）。羊革製の革衣料であれば0.8mm程
度の厚さが必要であろう。このような革
の厚さが薄く、革繊維密度の低い部位を、
肩口や背など衣料品として比較的力のか
かる部分や摩耗、摩擦の頻度の高い袖部
分に使用するのは相応しくない。さらに、
革はクリーニング時に有機溶剤に浸漬さ
れることで非常に重くなることも、この
破損の一因となる可能性がある。

クリーニング店は受付時に、この革衣
料の革の厚さが非常に薄く、繊維密度が
粗であるということに気づき、この商品
を洗うと破損する恐れがあるということ
を判断するべきである。

革衣料の物理強度が著しく低いのでは
ないかと疑われるような商品でも、一旦、
洗えると判断して洗ってしまった以上、
このような破損を引き起こしてしまえば
クリーニング店としての責任を免れない。

対策：軽量化と美感を目的として革を薄く
漉き過ぎると強度不足となり、革衣料そ
のものの重さや使用中の負荷や何かに
引っかかるようなことで簡単に破れてし
まう。この革衣料の企画・縫製メーカー
における企画（裁断）上の問題であると
考えられる。革の部位、革の繊維方向性
など革の特性を理解せずに歩留まりや軽
量化を優先した裁断を行うとこのような

結果を招くことがあるので要注意である。
特に、革衣料は3次元的な動きや伸びに
対する耐久性が要求される｡ 革の繊維方
向や物理強度（引張強さ、引裂強さ）な
ど物理的・機械的な特性を十分に把握し
た上での裁断が行えるように努める。

ま た、 ク リ ー ニ ン グ 店 は 検 品 時 の
チェックを厳密に行い、クリーニングの
負荷に耐えられる商品か否かの判断を的
確に行うことが大切である。そのために
は、様々な種類（動物種、鞣しの種類、
仕上げの違い、革の物理強度等）の革の
特性を十分に理解しておく必要がある。
まずは、洗うと大きなダメージを受ける
可能性があると思われる商品は洗わない
という選択肢も必要である。洗うと何ら
かの事故を引き起こす可能性が高いと判
断できる知識、経験が大いに求められる
ところである。

参考までに、類似の例を写真 1-4、1-5、
1-6 に紹介しておく。

事例２：クリーニング後、牛革スエードの
衣類が破れた状態で納品された（写真
2-1, 2-2）3,4）

申出：紳士用の牛革スエード（ダークグ
レー）のコートをクリーニングに出した
ら、切り返し部分の糸が破損し革がパー
ツごとに分解した状態で納品された。こ
れでは洗ったことにならないので、元ど
おりにしてほしいとクリーニング店に申
し出たが、クリーニング店では皮脂汚れ
はきれいに洗い落とした。糸のほつれに
ついては商品のつくり方に問題があるの
で、クリーニング店には責任はないとい
う。メーカーや販売店に苦情を言ってほ
しいと言われたが、これでは納得できな
い。

外観観察：革衣料の皮脂や汚れはきれいに
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除去できていた。問題の破損個所を観察
したところ、縫い糸が数カ所破損してい
て、革のパーツがパーツごとに分解され
た状態で、いわゆる縫製前の状態になっ
ていた。革の厚さは平均して1.00mm以
上あり、衣料革としての革そのものの強
度は維持できているように思われる。

なお、これを扱ったクリーニング店は
繊維製品専門であり革衣料を専門に扱う
クリーニング店ではなかった。

原因：事例１と同様に、クリーニング時に
革衣料は有機溶剤に浸漬されることで非
常に重くなり、たとえ、洗浄時間が数分
という短時間であっても縫い代には非常
に大きな負荷がかかることが想定される。
また、タンブラーによる乾燥時の機械的
な負荷、すなわち回転による遠心力や他
の革衣料との摩擦・摩耗や自重による負
荷によって引っ張られ糸切れが生じたも
のと考えられる。

この革衣料の企画・縫製メーカーにお
ける企画（縫製）上の問題が第一にある。
この縫製方法は繊維製品における「まつ
り縫い」という布のほつれを防止するた
めに布の縁を巻き込むように縫うかがり
縫いが行われている。これは、縫い目が
表に出ないので縫い目が目立たないこと
が特長である縫製方法である。このため、
切り返し部分が非常に奇麗に見える利点
がある。この縫製方法を革衣料に採用す
ると、革断面同士の革繊維間をかがるこ
とになり、革繊維をえぐるような縫製と
なるため、強い負荷がかかる箇所には不
向きである。したがって、このような多
大な負荷のかかる革衣料品にとっては適
切な縫製方法ではなかった可能性がある。

対策：革衣料の企画・縫製メーカーは見栄
えよりも強度を重視した縫製方法を採用
すること。クリーニング店は事例１と同

様に検品時のチェックを厳密に行い、ク
リーニングの負荷に耐えられるつくりで
あるか否かの判断を的確に行うことが大
切である。この場合は、チェック時には
製品のつくり―縫製方法についても適切
な判別ができるようによく理解しておく
必要がある。洗うと事故を起こす可能性
があると思われる商品は洗わないという
決断が必要である。

なお、皮革専門のクリーニング店であ
れば、このような革衣料の特性によく精
通しているので、洗浄後このような状態
になっても縫製に工夫を凝らして比較的
目立たないような形に仕上げることで対
応している。したがって、皮革製品に対
する専門的な知識や的確な修復技術を持
ち合わせていないのなら、安易に革衣料
のクリーニングを行わないことが肝要で
ある。このような商品は皮革専門のク
リーニング店に相談するか、任せるべき
である。

２．２．ドライクリーニングによる風合い
の変化

２．２．１．脱脂による硬化
事例３：紳士革製ブルゾンをクリーニング

に出したら、硬くなって納品された（写
真3-1, 3-2）3,4）

申出：季節の変わり目にブルゾン（茶色）を
クリーニングに出したところ、革の風合い
が硬く張りのある、まるで段ボール紙のよ
うな状態で納品された。革独特の柔軟性
や風合い、表面タッチ感、ボリューム感は
失われていた。非常に乾いた感じで硬く
紙のような手触りになっており、また、少
し縮んだようにも思われ非常に驚いた。元
の革らしい風合いのものに戻してほしい。

外観観察：このブルゾンは塗装仕上げ牛革
製である。革の表面はカサカサとしてい
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て、申出どおり革らしさ、すなわち、革
独特のしっとり感、柔軟性や手触りの良
い風合いはない。塗膜も非常に硬化した
感じがしていて表面がざらざらと荒れて
いるように思われる。特に、肩から袖口
にかけての袖の部分は筒形の棒状になっ
ていて、柔軟性が無いために肘を曲げよ
うとすると革が引きつって曲がりにくく
革が折れるような感触があり着用に耐え
ないと思われる。

新品時の状態が分からないので正確な
判断はできないが、一般的な同類の革衣
料から想定すると、全体的に硬化して収
縮しているように思われる。

原因：まず、元のサイズが不明であるので、
収縮しているかどうかを確認することは
できない。しかし、申出どおり革は全体
的に硬く、表面の塗膜は硬化していて柔
軟性に欠けていると思われる。これは、
ドライクリーニング溶剤によって革中の
脂肪分が溶出・脱落すると同時に塗膜中
の可塑剤も溶出して塗膜の樹脂が硬化し
た結果に基づくものと思われる。通常、
革衣料のドライクリーニングでは、洗浄
溶剤の中に加脂剤を適量添加して革中の
油分が溶出しないように、すなわち、革
中の油分と洗浄溶剤中の油分とが平衡状
態になるようにして洗浄を行っている。
このバランスがうまくいかなかったとき
には、革は脱脂状態になるか、あるいは
油脂過剰状態になる。おそらく、この事
例の場合は前者で、革中の油脂分が脱落
して減少してしまったものと思われる。
また、塗膜中の可塑剤が溶出してしまっ
た塗膜の補修に関しては、柔軟性の高い
塗膜の付与ができず元の風合いの復元に
は至らなかったものと思われる。なお、
色の調整（復元）では問題はなかったよ
うである。

２．２．２．過加脂による柔軟化、伸び
事例４：紳士革製ブルゾンをクリーニング

に出したら、しわくちゃになって納品さ
れた（写真4-1, 4-2）3,4）

申出：革製ブルゾン（黄色）の首回りの皮
脂汚れがひどく、また、両ポケット周辺
が非常に汚れていたのでクリーニングに
出した。その結果、革衣料全体が従前よ
り非常に柔らかく、型崩れした上に、両
袖が伸びきった状態で納品された。皮脂
汚れやポケット下の汚れは比較的きれい
に除去されてはいるが、革そのものがく
たくたの腰抜け状態でしまりがなく、特
に、着用すると両袖がだぶついて気持ち
悪い。また、ポケット口の塗膜は亀裂が
著しく見栄えが悪く、これでは使用に耐
えない。なぜこのようになったのか知り
たい。元の風合いに戻してほしい。

外観観察：この革衣料の革は柔軟性と風合
いを強調した成牛ソフト革の類と思われ
た。新品時の状態はよく分からないが、
申出どおり全体的に張りがなく袖などが
よく伸びているように思われる。汚れは
かなり奇麗に除去されている。

原因：ポケット口周辺の革の汚れが著し
かったのであろう。この部分の汚れを洗
浄前に入念に除去しようと優先的に手洗
いによる処理をしたために塗膜へのダ
メージが大きくなったと思われる。その
後、衣料全体の汚れの範囲が相当に広く
汚れの程度も著しかったために、洗浄溶
剤に浸漬して洗浄をおこなった。すなわ
ち、タンブラーによるメカニカルアク
ションを利用した洗浄を行ったものと思
われる。

洗浄時に、洗浄溶剤で油脂分が脱落す
るとソフト革の風合いが損なわれる可能
性があるために、これを防ぐ目的で、加
脂剤を常法より多く添加したものと思わ
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れた。その結果、油脂分の脱落は防げた
ものの、逆に、過剰な油脂分を革に与え
てしまった。そして、油脂分が豊富になっ
て柔軟性が増した革はタンブラー乾燥時
に、乾燥器の遠心力やその後の吊り干し
乾燥によって袖や身頃が伸びてしまった
ものと考えられた。

また、このようなソフト革は塗膜の厚
さが非常に薄くてデリケートであるので、
有機溶剤を用いた洗浄では塗膜が完全に
溶解除去してしまう可能性があり、その
取扱いは非常に難しい。塗膜の亀裂につ
いては、塗膜中の可塑剤の脱落によるも
のと思われ、補修するには、現状の塗膜
を完全に除去した上で再塗装を行うなど
の工夫が必要である。しかし、ソフト革
の仕上げは膜厚が厚くなると革の柔軟性
や風合いを損なう原因となるので、この
ような場合の補修―塗装仕上げは非常に
難しいのも事実である。

対策：事例3、4に共通して言えることで
あるが、クリーニング店では、洗浄溶剤
中に添加する加脂剤の添加量を決定する
とき、それぞれの被洗物―革衣料の性状
に適した添加量を選択して添加しなけれ
ばならない。しかしながら、複数の革衣
料を同時に取り扱う以上、個別の対応は
難しくなると思われる。このような事故
を防ぐには、革衣料を１点１点単独で洗
うとか、革衣料毎に、あるいは仕上げや
風合いの類似した革毎に分類し、各々に
適切な加脂剤の添加量を見極める方法を
確立することが急務である。

革の汚れを徹底して除去しようとする
と、革にダメージを与えてしまうことが
ある。まずは、原則として革を傷めない
という姿勢で汚れを落とすことを心がけ
ること。このためには、受付時に、消費
者に対して革を傷めないように汚れを除

去することの難しさを説明し、革をでき
るだけ傷めずに汚れを取り除くには限界
があることを伝えて了解を得ておく必要
がある。このようなデリケートな商品は、
できれば、汚れの著しい箇所のみを部分
洗いするか拭き洗い程度で済ませるべき
である。

２．３．クリーニング溶剤の種類が革製品
に与える影響9）

革製品のクリーニングに最も適した溶剤
は何が適切であるかを研究した結果を紹介
する。検討項目として、クリーニング溶剤
による革中の油脂分の脱脂率、革の面積収
縮率、脱色率、外観と感触の変化を調べた。
その結果を次の表1～3に示す。

２．３．１．各種溶剤の脱脂力
脂肪分を5.0%含む銀付き革を準備し実験

に供した。用いた溶剤はパークロルエチレ
ンと石油系溶剤（工業用ガソリン）の2種
類と水である。これらの３種類の溶液の中
に洗剤を入れずにそれぞれの溶液単独で一
定時間洗浄した後の革中の脂肪分と脂肪分
除去率を比較したものを表１に示した。そ
の結果、パークロルエチレンの脂肪分除去
率は82％、工業用ガソリンは70％であり、
水は10％であった。水を除くいずれの有機
溶剤を用いた場合も、革中の脂肪分が多量
に除去されることがわかる。

表1　各種溶剤の脱脂力

溶剤の種類 KB値
＊1

革中の
脂肪分

（％）＊2

脂肪分
除去率
（％）

パークロルエチレン 93 0.9 82

工業用ガソリン 34 1.5 70

水 — 4.5 10
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＊1：�KB値10）　カウリブタノール値の略。油脂溶
解力を表し、数値が大きいほど油脂溶解力
を有しており、ドライクリーニング溶剤に
おける油性汚れに対する洗浄力の目安とさ
れている。

＊2：�革中の脂肪分：脂肪分５.0％の革を溶剤の
みで洗浄後の脂肪分残留量、残留率

２．３．２．洗浄溶剤別の面積収縮率と脱色率
表２には洗浄溶剤別の面積収縮率と脱色

率を示す。パークロルエチレンの面積収縮
率と脱色率がそれぞれ4.5%、2.2%であった
のに対して、工業用ガソリンのそれはそれ
ぞれ3.5%、1.9%であった。水の場合は、そ
れぞれ12.0%、6.0%と上記２種類の有機溶
剤と比較して変化率が著しいことがわかる。

表2　溶剤による革の収縮率と脱色率

溶剤の種類 面積収縮率
（％）

脱色率
（％）

パークロルエチレン 4.5 2.2

工業用ガソリン 3.5 1.9

水 12.0 6.0

２．３．３．洗浄時間や乾燥温度が革の面積
収縮率に与える影響
この研究の中で、洗浄時間と乾燥温度が

革の面積収縮率に与える影響についても考
察しており、その概要を紹介しておく。

クリーニング時間は汚れの程度に応じて
調整されるが、できるだけ短時間処理であ
るべきで、5～20分間程度が望ましいとし
ている。長時間になると染料の流出や塗膜
の溶脱の原因となり革の性質が大きく変化
する恐れがある。また、洗浄時間を長くす
るほど革が収縮する傾向があることが認め
られた。

洗浄が終わると、洗浄溶剤はタンクに回
収され、被洗物は高速回転による遠心力で
脱液される。そして、次の乾燥工程に入る。

乾燥温度と革の面積収縮率の関係を調べ

た結果からは、高温になるほど革の面積が
著しく縮むことが認められた。その結果、
革の収縮・硬化を防ぐために、高温による
乾燥はできるだけ避けるべきである。乾燥
温度の上限は60℃、乾燥時間は30～60分間
程度が望ましい。面積の収縮を抑制するに
は、理想的には室温で完全に乾くまで行う
のがよいと結論付けている。

２．３．４．溶剤による革の外観と感触の変化
表３には溶剤による洗浄前後で銀面の外

観およびスエード革の感触がどの程度変化
するかを示したものである。ここでは工業
用ガソリンが外観、感触共に最も良い結果
を示した。

表3　溶剤による革の外観と感触の変化

溶剤の種類 生体傷等の
出現

スエードの
感触

パークロルエチレン 顕　著 少し変化

工業用ガソリン 少ない 良　好

水 極めて顕著 かなり
悪くなる

以上の結果から、脱脂率、面積収縮率、
脱色率、外観と感触の変化を基準とした場
合、工業用ガソリンが他の溶剤に比べやや
良い結果を示した。しかし、革製品のドラ
イクリーニングに必要な要件をすべて満た
す理想的な溶剤というものは今のところ存
在せず、クリーニング工程においては被洗
濯物に適した溶剤の選択と綿密な工程管理
とクリーニング後の適切な処理が重要であ
ることがわかる。

なお、洗浄溶液としての水は寸法変化率
が大きく、脱色率も高いのでクリーニング
には適さないという結果となった。さらに、
革は一般的に親水性に富み、水分を自重以
上に吸収する傾向がある。このため乾燥時
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間も長くかかるという課題もある。しかし
ながら、先の研究報告にあるように脂肪分
の脱脂率は非常に低いという利点がある。
さらには、環境問題、作業者の作業環境、
作業者の健康問題、引火性等の問題から、
各企業では脱有機溶剤への転換を模索して
いるのが現状である。そんな中、水による
洗浄が見直され、洗浄方法や乾燥方法等の
改善がなされ水によるクリーニング技術が
飛躍的に進んでいる。その結果、水による
クリーニングの比率が今日増大傾向にある。
また、水によるクリーニングを大々的に採
用する企業が増えていることも事実である。

３．まとめ
今回も、革衣料のクリーニングの事故事

例について取り上げた。まず、革の強度不
足の事例として、革衣料の軽量化を図った
ために革を薄く漉き過ぎたと同時に、負荷
のかかる部位に腹回りの革を採用するなど
裁断部位を誤った事例。見栄えをよくする
ために採用した縫製方法の誤りから糸切れ
を起こした事例。クリーニング溶剤による
脱脂や塗膜の損傷によって風合いが低下し
た事例。過剰な油脂分によって柔軟性が増
大し革の伸びが著しくなった事例などを紹
介した。

また、現状使用されている洗浄溶剤の特
性にも触れ、革の洗浄に最適な溶剤はない
ので、クリーニング業者は革衣料毎にでき
るだけ革にダメージを与えないようなク
リーニング方法を採用し、各々の革衣料の
特性に合わせて適宜洗浄溶剤の選択や添加
油脂分の調製を的確に行うことによって、
クリーニングによる事故を少しでも減らし
ていく必要がある。

また、今日の環境問題に基づき、作業環
境や作業者の健康に配慮した水洗いが最適
であることを紹介した。

革衣料のクリーニング方法については繰
り返し記載しているが、クリーニング溶剤
中に加脂剤を添加すること、クリーニング
後の後処理、すなわち、色の補修や塗装仕
上げ、風合い復活処理、再縫製などの技術
や設備を必要とすることが一般の繊維製品
を洗う場合とは大きく異なる。このような
対応ができないなら、皮革専門のクリーニ
ング店に任せることが肝要である。革の特
性や革の取扱い方法について十分な知識や
経験、そして技術や設備もない状態で革衣
料を安易に洗わないことである。
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